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１．研究の背景と目的 

  ダイラタンシーとは急激な変形に対しては固体的に振る舞い、ゆっくりとした変形に対して

は液体のように振る舞う性質のことをさす。今回は溶媒に沈めた鉄球 B に鉄球 A を衝突させ溶

媒の抵抗力によって鉄球 B が受ける力がどのくらい緩和されているかを調べる。 

２．方法 

  容器に水もしくはダイラタント流体を一定量入れて力センサにつり

下げたピアノ線を付けた鉄球を沈める。そして別の鉄球をいろいろな高

さ(h)から落とし沈めた鉄球と衝突させる。その際、ピアノ線を介して

力センサが引っ張られるためその引っ張る力の大きさから鉄球 B が受

ける力の大きさ(F)を数値として出す。 

３．結果 

４．考察 

ダイラタント流体と水のグラフの傾きを比べるとダイラタント流体のほうが傾きが小さいこ

とから、ダイラタント流体のほうが衝撃を吸収したと考えられる。また、水面 2.5cm、溶媒がダ

イラタント流体のグラフは、鉄球 A の高さが 10cm の時は大きい力を示し、そこから 30cm まで

は小さい力を示したので、右下がりになっている。これは小さい衝撃には液体のように振る舞

い、強い衝撃には固体のように振る舞うというダイラタンシーの性質を顕著に示したと考えら

れる。 

５．まとめ 

・鉄球を水に落とした時よりもダイラタント流体に落とした時のほうがダイラタント流体の性

質により、衝撃を吸収した。 

・鉄球を落とす高さを高くすればするほどダイラタント流体は固体として働き、衝撃を吸収し

た。 
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